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2021 年 9 月 10 日 
各 位 

会 社 名  明治ホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 CEO 川村 和夫 

（コード：2269 東証第１部） 

問合せ先  IR 広報部長 山縣 洋一郎 

（TEL：03-3273-3917） 

 

特別利益の計上および連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2021 年 9 月 10 日開催の取締役会において、2021 年 5 月 18 日の決算発表時に公表いたしまし

た 2022 年 3 月期の連結業績予想を下記のとおり修正することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の内容 

2021 年 8 月 12 日付「2022 年 3 月期第 1 四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおり、当社の連

結子会社である Meiji Seika ファルマ株式会社（以下、Meiji Seika ファルマ）は、当社の持分法適用関連会

社である DM Bio Limited（以下、DM バイオ）の株式について、その全部を 2021 年 9 月に東亞ソシオグルー

プに譲渡する予定です。当該譲渡により、投資有価証券売却益 約 2,500 百万円（概算）を 2022 年 3 月期第

2 四半期に特別利益として計上する見込みです。 

また、2021 年 9 月 10 日付「連結子会社における会社分割（吸収分割）及び株式譲渡（孫会社の異動）によ

る農薬の製造販売事業の譲渡に関するお知らせ」に記載のとおり、Meiji Seika ファルマは農薬の製造販売事

業を 2022 年 1 月に三井化学アグロ株式会社に譲渡する予定です。当該譲渡により、特別利益として約

37,000 百万円（概算）を 2022 年 3 月期第 4 四半期に計上する見込みです。 

 

２．2022 年 3 月期 上期連結業績予想数値の修正 （2021 年 4 月 1 日～2021 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 505,000 51,000 52,000 31,000 213.65 

今回修正予想（B） 505,000 51,000 52,000 34,000 234.32 

増減額（B-A） ― ― ― 3,000  

増減率（%） ― ― ― 9.7  

[ご参考] 

前期連結実績 

（2021 年 3 月期上期） 

584,976 50,401 50,655 28,733 198.05 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日）等を 2022 年 3 月期 第 1 四半期連結会計

期間の期首から適用しております。 
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３．2022 年 3 月期 通期連結業績予想数値の修正 （2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 1,024,000 107,500 109,000 67,000 461.76 

今回修正予想（B） 1,019,000 106,000 107,500 95,000 654.73 

増減額（B-A） ᇞ5,000 ᇞ1,500 ᇞ1,500 28,000  

増減率（%） ᇞ0.5 ᇞ1.4 ᇞ1.4 41.8  

[ご参考] 

前期連結実績 

（2021 年 3 月期通期） 

1,191,765 106,061 110,176 65,655 452.52 

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第 29 号 2020 年 3 月 31 日）等を 2022 年 3 月期 第 1 四半期連結会計

期間の期首から適用しております。 

 

 

４．修正の理由 

DM バイオの株式持分譲渡に伴う上期の特別利益計上による影響、および農薬事業の譲渡に伴う下期の

売上高・各利益項目の減少および特別利益計上による影響を織り込み、業績予想数値を修正します。なお、

農薬事業以外の既存事業の売上高・利益に関して、本年 5 月 18 日に公表した 2022 年 3 月期上期・通期業

績予想に変更はありません。 

 

 

５．配当予想 

本業績予想修正に伴う 2022 年 3 月期の配当予想に変更はありません。 

 

 

 
（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報に基づき作成したものであり、実際の業績はさまざまな要因によって 
   予想数値と異なる可能性があります。 
 

以 上 


